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議　　案　専決処分の承認について
　　　  　 　  　 24 年度一般会計・特別会計の補正予算
　　　  　 　  　 町税賦課徴収条例・国民健康保険税条例の一部改正
　　　  　 　  　 25 年度一般会計補正予算
　　　  　 　  町議会委員会条例の一部改正
　　　  　 　  人権擁護委員の推薦
　　　  　 　  繰越明許計算書、土地開発公社の決算、業務報告
一般質問（４名が８件を問う）
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議
案
議
案

（別表１）　　平成 24年度上関町繰越明許費繰越計算書　　　

専
決
処
分
の
承
認

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は

補
正
額
と
し
て
１
千
３
７

３
万
７
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
を

42
億
１
千
２
４
５
万
５
千

円
と
す
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

地
方
交
付
税
の
う
ち
特
別

交
付
税
の
増
、
基
金
か
ら

の
繰
入
金
の
減
で
あ
る
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

用
地
取
得
事
業
会
計
へ
の

繰
出
金
の
減
、
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
へ
の
繰
出

金
の
増
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
の
補
正
予
算
額
は

１
１
６
万
２
千
円
を
増
額

し
、
７
億
３
４
２
万
２
千

　

平
成
25
年
度
第
２
回
定
例

議
会
は
６
月
13
日
か
ら
21
日

ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
た
。
提
出
議
案
は
、
平

成
24
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
４
会
計
の
補
正
予

算
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
の
一

部
を
改
正
２
件
の
専
決
処
分
の
承
認
、
条
例
の
一
部
改

正
１
件
、
諮
問
１
件
、
報
告
２
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
全
議
案
を
可
決
し
た
。

款 項 事業名 金額 翌年度
繰越額

左の特定財源
既収入
特定財源

未収入
特定財源 一般財源

農林水産業費 水産業費 漁港水産物供給基
盤機能保全事業 30,000,000 24,045,000

23,949,500
県 13,849,500
地 10,100,000

95,500

計 １件 30,000,000 24,045,000 23,949,500 95,500

（円）

2 4 年度補正予算2 4 年度補正予算
条例の一部改正条例の一部改正
25 年度補正予算

可決

円
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
の

補
正
予
算
額
は
１
６
１
万

２
千
円
を
増
額
し
、
６
億

５
千
６
３
２
万
５
千
円
。

　

航
運
事
業
特
別
会
計
の

補
正
予
算
額
は
69
万
５
千

円
を
増
額
し
、
３
千
４
９

７
万
７
千
円
。

　

用
地
取
得
事
業
特
別
会

計
の
補
正
予
算
額
は
２
千

９
２
６
万
５
千
円
を
減
額

し
、
７
千
83
万
５
千
円
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４

０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
38
億
７

千
40
万
円
と
す
る
。

○ 

町
税
賦
課
徴
収
条
例
の

一
部
改
正

　

徴
収
金
の
納
付
ま
た
は

納
入
の
指
導
を
す
る
場
合

は
、責
任
者
を
明
記
の
上
、

目
的
、
内
容
に
つ
い
て
文

書
で
明
示
す
る
。

○ 

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

特
定
継
続
世
帯
は
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
世
帯

割
額
を
半
額
と
す
る
措
置

を
、
４
月
１
日
か
ら
軽
減

割
合
を
現
在
の
½  
か
ら
¼  

と
し
、３
年
間
延
長
す
る
。

○
上
関
町
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
「
産
業
振
興
課
」
を
「
産

業
観
光
課
、土
木
建
築
課
」

に「
民
生
課
、高
齢
者
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
「
保

繰
越
明
許
費

　

毎
年
度
の
予
算
に
事
業

の
完
了
を
予
定
、
予
算
化

し
て
い
る
が
特
別
の
事
情

で
工
事
等
が
遅
れ
年
度
内

に
完
了
で
き
な
い
場
合
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
会
計
年

度
独
立
の
原
則
の
例
外
と

し
て
、
予
算
で
定
め
て
翌

年
度
に
繰
り
越
し
経
費
の

支
出
が
で
き
る
。

用
語
説
明

元気に奉仕活動する高齢者

24
年
度
度
補
正
予
算

25
年
度
度
補
正
予
算

条
例
の
制
定

健
福
祉
課
」
に
改
め
る
。

○ 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て

　

村
田
景
昭
氏
の
任
期
が

平
成
25
年
９
月
30
日
で
満

了
と
な
る
た
め
、
玉
木
光

宏
氏
を
推
薦
し
た
。

○ 

平
成
24
年
度
上
関
町
土

地
開
発
公
社
の
決
算
及

び
業
務
等
の
報
告

　

用
地
取
得
、売
却
な
し
。

○ 

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て（
別
表
１
）

諮　

問

報　

告

条
例
の
制
定
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一般
質問

聞聞聞聞聞のここのここのここががが  きたい     きたいきたいきたいのここが  　  きたいのここが  　  きたいのここが  　  きたい町政町政町政町政町政町政

　

組
織
改
編
に
よ
り
、
情

報
発
信
の
強
化
あ
る
い
は

地
場
産
業
を
一
体
化
し
た

産
業
振
興
に
取
り
組
む
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
進
め
る
た
め
に

は
、
後
継
者
の
問
題
、
農

地
の
保
全
対
策
、
地
域
の

資
源
を
活
用
し
た
所
得
の

確
保
な
ど
の
環
境
整
備
へ

の
支
援
も
必
要
と
な
る
と

考
え
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら

の
事
を
議
論
で
き
る
地
域

の
若
者
を
中
心
と
し
た
町

長
直
轄
の
活
性
化
チ
ー
ム

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

産
業
振
興
と
雇
用
の
確

保
は
喫
緊
の
課
題
と
考
え

る
。
機
構
の
再
編
に
よ
り

産
業
観
光
課
を
中
心
に
各

課
を
横
断
し
農
業
、
漁

業
、
商
業
、
観
光
を
一
体

質
問

山根　善夫 議員

町
長
直
轄
の
活
性
化
チ
ー
ム
の
設
置
を

答 

有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
る

地
域
活
性
化

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

に
つ
い
て

化
し
所
得
の
向
上
に
向
け

た
地
場
産
業
再
生
を
目
指

し
た
ソ
フ
ト
部
門
の
強
化

を
行
い
産
業
振
興
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
。
地
域

の
再
生
と
活
性
化
に
向
け

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

中
で
今
回
の
提
案
は
地
域

活
性
化
す
る
上
で
有
効
な

手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

規
制
委
員
会
が
安
全
を

認
め
た
原
発
は
「
再
稼
働

を
進
め
る
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。
原
発
の
安
全

質
問

　答 立地自治体の理解が必要不可欠だ

原発再稼働について
リスク情報に対しての調査・開示が必要ではリスク情報に対しての調査・開示が必要では

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

今
の
と
こ
ろ
国
か
ら
本

町
へ
再
稼
働
の
方
針
や
考

え
方
は
示
さ
れ
て
い
な
い

し
、
情
報
が
薄
い
中
で
こ

の
質
問
に
対
す
る
答
弁
は

正
直
苦
慮
し
て
い
る
。

　

再
稼
働
に
あ
た
っ
て
は

最
低
で
も
立
地
自
治
体
の

理
解
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
思
う
。
再
稼
働
の
判

断
は
、
あ
く
ま
で
も
立
地

自
治
体
が
す
べ
き
で
あ
っ

て
、
本
町
は
立
地
自
治
体

で
な
い
が
ゆ
え
、
私
が
考

え
を
示
す
の
は
い
か
が
な

も
の
か
と
思
う
。

の
設
置
を
考
え
て
は
。

花咲く海の町（瀬戸）

性
を
確
認
す
る
に
は
住
民

に
よ
る
安
全
対
策
は
万
全

か
の
判
断
が
必
要
だ
。
安

全
対
策
に
関
し
て
不
完
全

な
点
や
そ
れ
ら
に
よ
る
具

体
的
な
リ
ス
ク
、
予
想
さ

れ
る
混
乱
に
つ
い
て
明
示

し
、
リ
ス
ク
情
報
を
す
べ

て
開
示
し
住
民
が
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
調
査
す
べ

き
だ
。
そ
う
で
な
い
と
福

島
の
事
故
の
教
訓
を
生
か

し
た
と
は
言
え
な
い
。
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一般一般
質問質問

　

県
道
光
〜
上
関
線
は
梅

雨
の
大
雨
で
度
度
災
害
を

引
き
起
こ
し
交
通
に
支
障

を
起
た
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
復
旧
工
事
を
重
ね
る

度
に
改
良
が
加
え
ら
れ
今

日
で
は
か
な
り
改
善
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
改

良
す
べ
き
所
が
多
く
残
っ

て
い
る
。
そ
の
中
で
特
に

蒲
井
工
区
は
、
工
事
が
中

断
し
た
ま
ま
全
く
進
ん
で

い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
が
、
町
は
県
に
対
し

ど
の
よ
う
に
要
望
し
聞
い

て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

蒲
井
工
区
は
、
擁
壁
基

礎
の
支
持
基
盤
の
問
題
で

設
計
変
更
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
、
赤
石
工
区

も
含
め
平
成
26
年
度
予
算

で
の
完
成
を
目
標
に
、
福

浦
地
区
の
長
島
工
区
は
、

今
年
度
予
算
で
完
成
予

定
。

　

測
量
調
査
を
し
た
室
津

工
区
は
、
さ
ら
に
詳
細
な

測
量
調
査
及
び
地
域
調
査

等
を
実
施
し
た
上
で
、
で

き
れ
ば
今
年
中
に
は
道
路

計
画
に
つ
い
て
地
元
へ
の

説
明
等
を
予
定
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

質
問

　答 取り組んでいくと聞いている

早期整備を
篠川　源次 議員

県道光～上関線県道光～上関線

県道光～上関線（赤石工区）

空き家・廃屋の管理条例は

上関大橋周辺の枯松

　答 風光明媚なおもてなしの場所に

松の保護は松の保護は

　

本
町
は
美
し
い
景
観
で

こ
れ
ら
に
加
え
て
住
民
が

四
季
折
々
の
美
し
い
花
を

咲
か
せ
て
、
町
内
外
か
ら

の
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て

い
る
。
こ
れ
ら
美
し
い
町

づ
く
り
に
苦
労
さ
れ
て
い

る
中
で
、
大
変
残
念
な
こ

と
に
、
特
に
大
橋
付
近
と

大
久
保
〜
稲
積
線
脇
の
大

き
な
松
が
枯
死
し
て
い

る
。
町
の
風
光
を
保
つ
上

で
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い

こ
れ
ら
の
松
の
枯
木
防
止

対
策
等
は
行
っ
た
の
か
、

行
っ
て
な
い
の
な
ら
そ
の

理
由
を
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

松
く
い
虫
被
害
で
な
く

最
近
で
は
大
気
汚
染
や
酸

性
雨
が
原
因
で
あ
る
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
全
国
的

な
問
題
だ
。
平
成
元
年
〜

３
年
ま
で
薬
剤
の
地
上
散

布
を
実
施
し
て
い
た
が
、

人
体
被
害
等
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
で
平
成
４
年
、
５

年
に
は
駆
除
事
業
が
変
更

さ
れ
、
松
く
い
虫
に
強
い

品
種
の
植
え
つ
け
等
を
行

い
保
護
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
本
年
度
伐
採
費
用
を

計
上
し
て
お
り
、
遊
歩
道

等
の
整
備
も
行
う
。

質
問
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一般一般
質問質問

　

以
前
、
広
が
る
空
き

家
・
廃
屋
に
危
惧
し
、
空

き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

一
般
質
問
を
し
た
が
、
そ

の
後
、
中
国
地
方
の
自
治

体
で
は
過
疎
化
で
空
き
家

が
増
え
、
廃
屋
予
防
の
た

め
の
条
例
制
定
の
輪
が
広

が
っ
て
い
る
と
い
う
。
町

は
先
進
地
の
状
況
を
把
握

さ
れ
、
勉
強
さ
れ
た
と
思

う
の
で
、
今
後
の
空
き
家

等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

県
内
の
条
例
化
し
て
い

る
市
町
に
問
い
合
わ
せ
た

結
果
、
空
き
家
の
所
有
者

や
相
続
人
の
責
任
意
識
と

経
済
的
な
問
題
、
家
屋
解

体
に
よ
る
税
の
軽
減
措
置

の
問
題
な
ど
、
い
ず
れ
も

現
行
の
制
度
の
中
で
は
、

一
自
治
体
で
は
無
理
が
あ

り
国
県
市
町
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
べ
き
と
の

意
見
が
大
半
。
こ
の
条
例

の
問
題
に
つ
い
て
議
員
の

皆
さ
ん
が
了
解
な
ら
研
究

会
を
つ
く
り
お
互
い
に
意

見
交
換
を
し
、
共
に
考
え

た
い
。

質
問

　答 空き家・廃屋問題を研究会で

空き家・廃屋の管理条例は管理条例は
どうするのどうするの

河村　満生 議員

　

私
は
３
年
前
の
初
議
会

の
一
般
質
問
で
、
町
民
総

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
た
対
話
集
会
を
行
な

う
た
め
、
地
区
懇
談
会
の

開
催
を
要
望
し
た
。
再
び

先
の
３
月
議
会
の
一
般
質

　

町
民
に
町
行
政
を
理
解

し
て
も
ら
う
に
は
懇
談
会

や
対
話
は
大
変
重
要
だ
と

思
う
。そ
れ
で
、先
月
開
い

た
自
治
会
長
集
会
で
地
区

懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

諮
っ
て
み
た
が
、
開
催
の

要
請
は
特
に
な
か
っ
た
。

自
治
会
長
さ
ん
の
意
向
に

沿
わ
な
い
形
で
の
開
催
は

不
本
意
と
考
え
る
。
こ
れ

か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
会

合
の
場
で
丁
寧
な
説
明
を

心
が
け
、
町
民
と
の
距
離

を
縮
め
る
努
力
を
し
て
い

き
た
い
。

質
問 答 

地
区
懇
談
会
の
要
請
は
な
い
が
、
対
話
は
必
要

「
地
区
懇
談
会
」

「
地
区
懇
談
会
」
の
開
催
は

の
開
催
は

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

問
の
中
で
も
懇
談
会
を
要

望
し
、
町
長
も
町
民
と
の

対
話
は
必
要
で
あ
る
が
、

自
治
会
に
お
世
話
に
な
る

の
で
、
自
治
会
長
集
会
で

問
い
か
け
て
み
る
と
い
わ

れ
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
懇
談
会
の
開
催
を
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

廃　屋

防長交通バス停（福浦）

　

バ
ス
停
の
待
合
所
の
設

置
に
つ
い
て

そ
の
他
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刷
所
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中
村
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今
年
の
梅
雨
入
り
は
早

か
っ
た
も
の
の
、
雨
が
降

ら
ず
カ
ラ
梅
雨
に
な
る
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ほ
ど
よ
く
雨
が
降
り
水
不

足
の
心
配
は
な
く
な
り
ま

し
た
。
農
家
の
皆
さ
ん
は

田
植
え
や
ビ
ワ
も
ぎ
を
終

え
ホ
ッ
と
一
息
つ
い
た
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

６
月
の
定
例
議
会
も
無

事
に
終
わ
り
、
恒
例
の
水

軍
ま
つ
り
や
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
夏

休
み
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
年
の
夏
も
猛
暑
が
続

い
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
十
分
な
健
康
管
理
を
さ

れ
、
暑
い
夏
に
負
け
な
い

よ
う
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。 編

集

後

記

委
員
長　

西　
　

哲
夫

副
委
員
長　

嶋
尾　

忠
宏

委　

員　

岩
木　

和
美

　

〃　
　

海
下
竜
一
郎

　

〃　
　

河
村　

満
生

　

〃　
　

山
根　

善
夫

議会広報広聴特別委員会

　

福
島
原
発
事
故
よ
り
２

年
以
上
経
過
し
た
が
、
今

も
故
郷
に
帰
れ
ず
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
毎

日
が
苦
し
い
不
安
な
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ

ん
な
状
況
下
で
安
倍
政
権

は
、
原
発
の
海
外
輸
出
、

再
稼
働
と
安
全
な
生
活
よ

り
経
済
優
先
を
進
め
て
い

る
が
町
長
の
見
解
は
。
ま

た
、
伊
方
原
発
の
30
㎞
圏

内
で
あ
る
八
島
は
、
地
域

防
災
計
画
を
策
定
し
て
い

る
が
、
同
じ
離
島
の
祝
島

の
防
災
計
画
の
策
定
は
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

原
発
を
海
外
に
輸
出
し

よ
う
と
す
る
政
策
は
、
国

と
国
の
交
渉
で
、
一
自
治

体
の
首
長
と
し
て
全
て
を

わ
か
ら
ず
し
て
、
口
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
と
思

う
。再
稼
働
は
、原
子
力
規

制
委
員
会
が
安
全
性
に
つ

い
て
構
造
的
・
技
術
的
に

安
全
を
確
認
で
き
れ
ば
再

稼
働
の
一
つ
の
判
断
と
思

う
。
祝
島
は
、
国
の
指
針

の
伊
方
原
子
力
発
電
所
よ

り
30
キ
ロ
圏
内
で
な
く
、

今
は
県
も
町
も
計
画
を
策

定
す
る
考
え
は
持
っ
て
い

な
い
。

質
問

　答 一自治体の首長として口にすべきではないと思う

原子力政策に危惧に危惧
清水　敏保 議員

祝島の防災計画は祝島の防災計画は

熱中症には十分気をつけられ熱中症には十分気をつけられ
　　　ご自愛ください　　　ご自愛ください

議会議員一同議会議員一同

暑中お見舞い申しあげます暑中お見舞い申しあげます

伊方原子力発電所


